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【１．はじめに】
生物中の炭素同位体比（ＪＳ１；’Ｃ）は環境中の二酸化炭素濃度や温度等、炭素同化・固定の諸

条件によって変化することが知られており１）、サンゴや樹木を用いた過去の環境変化の有
効な推定法の一つである。このような観点から、過去に堆積した泥炭も重要な研究対象で
あるが、およそ一万年前に遡ることができる尾瀬ケ原の泥炭の炭素同位体の研究は行なわ
れていない。また、このような研究により湿原の形成史に対しても重要な知見が得られる
可能性がある。
１９９５年から２年間、第三次尾瀬総合学術調査に参加する機会を得、福島大学樫村利道教

授らのグループによる泥炭のコアサンプリングに加わり、試料の一部を頂いた。この試料
を用いて、尾瀬ケ原の泥炭の炭素の同位体比の測定を行った。

【２．サンプリング】
サンプリングは尾瀬ケ原下田代にて行なった（図１）。泥炭採取はヒラー式泥炭採取器によ
るハンドボーリングで３０ｃｍごとに、およそ５ｍの深さまで行なった。

０

【３．実験】
コアサンプルに時間軸を設定し他の指標との比較をするために、タンデトロン加速器質

量分析計で１４Ｃによる年代測定を行なった。
炭素同位・体比は何も処理を施さない試料の他に、リグニンとホロセルロースを分離し２．３）、
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測定を行った。有機溶媒で油脂や色素を除く脱脂を行い、脱脂試料を硫酸で処理して残っ
た成分をリグニンとし、また酢酸酸性化の亜塩素酸ナトリウム溶液で処理して残った成分
をホロセルロースとした。
試料は完全燃焼させ、得られたＣ０２を専用の真空ラインで精製し質量分肝計（英国ＶＧ社、

ＳＩＲＡ-１０）にて炭素同位体比を測定した。

【４．結果・考察】
図２に年代測定の結果と、年代を示す曲線の微分値の逆数から求めた見かけの堆積速度

を示す。年代測定の結果は坂口らが２０年前に別の場所で行った調査結果４）と類似しており
信頼のできるものと思われる。曲線は波打っており、これは湿原の成長や分解による影響
だと考えられる。１００ｃｍ、３５０ｃｍ付近で曲線はなだらかになっており、堆積速度は２つの
極大値をもつ。
泥炭中の成分量の変化を図３に示す。深い１１式料ほどリグニンの割合は高く、ホロセルロー
スの割合は低くなっている。初め豊富だったホロセルロースが分解されて、より分解を受
けにくいリグニン成分が残ったことが分かる。リグニンとホロセルロースの割合の和はど
の年代でも大体６０％とほぼ一定の値を示した。
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図２深さと年代、堆積速度の関係
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図 ３ 泥 炭 の 成 分 の 割 合
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６１３Ｃ変化を図４に示した。炭素同位体比は次式により６値として表した。
ＳＳＩ３Ｃ（‰）＝｛（１３［］／１２Ｃ）。。、。Ｉノ（１３（：：７／１２Ｃ）。ｎ-１｝×１０３

未処理試料に対してリグニンは低い６１３Ｃ値、ホロセルロースは収量が極端に低いことかあ
り、コンタミネーションの恐れなどがあるが、常に高い６１３Ｃ値をもつのがわかった。未処
理試料の６１３Ｃ値は深いところほど低くなっており、分解によって６１３Ｃ値の低いリグニンの
割 合 が 増 加 して い る た め と 考 え ら れ る 。
分解を受けにくいリグニンの６１３Ｃ値の変化は過去の環境変化を反映していると考えられ

る。過去１万年の間に大気中の６１３Ｃ値が大きく変動したという報告はなく５瓢それ以外の
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環境変化を示している可ｉ指性が高い。環境の変化として色々な要因が考えられるが、大き
く次の２っ可能性が挙げられるだろう。

現生植物
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図４尾瀬ケ原泥炭の往昔Ｃ変化
①植生の変化。現生の植物の６１３Ｃ測定はサンプリング地点の主要な種であるミズゴケ
とスゲについて行い、コアサンプルの表層付近の値とはよく一致した。しかし１００～
２０（）ｃｍに見られる高い６１３Ｃ値や４５０ｃｍ付近の低い６１３Ｃ値を説明する１ミニは情報が不足してお
り、現在他のグループによる植物の遺骸分析等の結果を待っている段階である。
（２）植物は成長が速いと高い６１３Ｃ値を示すことが知られており７）、植生にほとんど変化が
なければ６１３Ｃ値は植物、すなわち湿原の成長を示す。
後者について考察を進める。
湿原の正味の成長を求めるために分解モデルをっくり堆積速度の補正を行った。植物の

分解率が指数関数で表されるとし、試料中のセルロースとリグニンの重量比の理論値と実
測値を比較すると図５のようになる。リグニンが分解を受け、セルロースとリグニンの分
解速度の比がＢｅｎｎｅｒらの報告８）にある場合と、リグニンが分解を受けない場合の堆積物の
量を計算し、図２の堆積速度を補正すると図６のようになる。
現在堆積速度は年間１ｍｍ程度であるのに、リグニンが分解を受けるとすると過去に年間

数ｃｍも堆積していたことになる。これは極めて考えにくいため尾瀬ケ原ではリグニンはほ
とんど分解を受けずに、過去の環境の情報を保存しているものとする。この場合、堆積速
度とリグニンの６１３Ｃ値の変化を図７に比較した。
６１３Ｃ値と堆積速度は２つの不連続点が一致し、１００～４００ｃｌｎ（２０００～７０００年前に相当）近辺

の盛り上がりが類似しており、リグニンの６１３Ｃ変化が堆積速度に関与している可能性が十
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分考えられる。これにより何か要因かは分からないものの、７０００～２０００年前にかけて湿
原が急速に発達した可ｉ定性が示唆された。
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図 ５ ホ ロ セ ル ロ ー ス と
リ グニ ン 重 量 比 の 変 化
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図 ６ 堆 積 速 度 の 比 較
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【５．結論】
（１）泥炭中のリグニンの割合は古い程増加し、ホロセルロースは減少する。
（２）泥炭の６１３Ｃ値は、低い６１３Ｃ値をもつリグニンの増加に伴い、古くなるほど低くなる。



（３）泥炭中のリグニンの６１３Ｃ変化が湿原の堆積速度を表す可能性があり、７０００～２０００
年前にかけて湿原の急速な発達があったと思われる。
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